









輸 出雑 貨 とデザ イ ン 麕
大 場 吉 三 郎
最近 の関西のデザ イン活動 は実 にめざましい ものが ある。戦 後、IDが 国立
機 関によって導入 され、大企業 がいち早 くこの プロセスを採 り上 げ、た くまし
い商魂 に乗せ て、次 々に新商 品を大衆 にアツL°一ル した ことが契機 とな って、
同時に胎動 していたID以 外のデザ イン も、 い ろいろな形 で位置 づけ られて活
発な活動を初 め、ま さに百貨燎乱の感 があ る。
これに刺 激 されて、申小企 業に漸次 このポ リシーが浸透 し、なん らかの方法
によってデザ インを採 り入れ ることが、バ リユー ・アナ リシスの大 きな要素で
あるとまで考 えるにい たった ことは、 まことに喜ば しい ことと思 う。極 めて短
期 間4z驚異的な発展 をした 日本経済に必然 的に起 きてい る歪 みに似たよ うな こ
とが、 デザ インの場合 もない ことはないが、府 、県 、市の施 策、公設機 関や数
々の民 間団体 のいろいろな角度か らの デザ イン啓発、並 び活動はデザ イン ・レ
ベルを向上 させ る一方 、業界 自身に も 「デザ インす るが ため高 くな る」 とい う
思 想が 「デザ インが ペ イで きる」 とい う現実 を体験 させ 「商品開発 にはデザ イ
ンは欠 くべか らざる もの」 とい うまでに向上 して来 た と思 う。 もっともこのこ
とは、必ず し も中小企業全体 に普及 してい るとはい えないが、少 な くとも各業
種 の トップ レベル にあ るメーカが強 い意欲 を持 って いることは事実 であ る。 そ














は無関係で、ただアメリカで造 るよ り安いか ら買われていると強 く感 じた もの
である。 これ ら日本品の中には日本で見たことのない商品 も数多 く見 られ、あ







が、この転換の時に惜しいチヤンスを逸 したと思 う。即 ち貿易再開は戦後の混
乱時代であり、促進々々で追いまくられたために官民 ともに売れるものはどん
どん売る体勢にあ ったために、安かろう、悪かろうも問題ではなか ったが、先
進国向に転換するときは もっと慎重に考 えるべきであったと思 う。先づ行政的
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な立場か ら見るならば輸出雑貨の品質について輸出検査の点では手抜か りはな
いにして も、 もっとあちらの生活様式にマツチした。而 も日本国有技術を生か
した商品造 りに強力なア ドバ イスがあったら良かったと思 うし、業者側として
も、商社、 メーカーともに自主性がないために、バイヤーに依存するとい う極
めてイージーな転換をしたことである。今にして見れぼこの辺に安物汎濫の原
因があると思 う。その後、後進国向輸出が益々低調 とな り、欧米依存の度が強






国 とJETROが 計画した対米輸出手工業品推進計画が実施 され、全国か ら優
秀な商品が集められて、その第1回 のシヨーがニユーヨークで開かれ、筆者 も
会期中アテン ドしたが、そこで 「日本にこんな良い ものがあるのに、何故、市




物か らハ イクオ リティに転換 す る
良 い突破 口で ある と大 きな期待を
か けてい る もの である。 こ うして
一応突破 口はで きたが、従来 この
シヨーに出品 された商品 は、現在




た もので、必ず し もあち らの生活
様式 にあて はまって いるとは限 ら
ない。独特の技術、材料、色感等
についてベ リーグツ ドとい うもの
の、用途的 に見 た ときに、我 々が
実用品 として使 っている ものが彼
等 にしてみれ ば装飾 品 として見 る
程 、大 きな差違が ある。
こ こに こそデザ インの結 びつ き
が なければな らない大 きな理由が
あ る。
何故 、結 びつ きがで き な い の
か 、 これほ ど優秀 なデザ インが、
何 故 国内の競走のみに しか使われないのか?輸 出雑貨 とデザ インの結 びつ
きがで きない還境 の打破について真 剣に考え る必要 があ る。
そ こで先づ考え られ ることは、雑貨 メー カーの自主性 の確立 であ る。従来 こ
れ らの メー カーは、そのほ とん どがバ イヤー依存 であ った。 それがバ イヤー直
接 の場合は勿論、或は商社か らの オー ダーの場合 で も、サ ンプルが与 え られ、
その サンプルに よって数量、価格、納期が きま り取 引が成立 す る訳であ る。 中
小企 業 メー カー としては極 めて楽 で、開発 の苦 労 も危 険 もない し、資金 回収 も
早い。少々儲 けは薄 くて も飛 びついて行 く訳であ る。 しか し一面その ことが意
識 しない イミテー シヨンにな った り、バ イヤーの種 類 を知 らないために、正 常
な流 通機構 を乱す原因 を造つてい る。ほ とん どの メー カーはバ イヤーは一本 に
考 えてい るが、実 は インポー ター、 フォール セラー、 リテ ィラー と夫 々性格 を
異 に してい る。従 っでバ イヤー によって メー カーの建 値は変 らなければな らな
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いのであるが、建鰉を一本化している場合が多い。これらも留意せねばならな
いが、 もっと大切なことは自主性を失 うことである。いつまで も追随している












らない とい う意慾 がでて来 た。 ここにデザ イン活動 のチ ヤンスがあ る と思 う
し、 こうした傾向が普延 されて初 めてハ イクオ リテ ィの商品輸出が実現す ると
思 う。
次に流通機構 の問題 であ る。輸 出の正常ル ー トはメー カー→ サプ ライヤー→
インポー ター→ フォールセ ラー→ リテ ィラーjJ>原則であ る。所 がバ イヤーの選
択 を誤 ま ると、 メー カー→ フォールセラー、 メーカー→ リテ イラーのルー トが
でて くる、 ここに混乱の原因があ る。雑貨 で も、で き得れぼ メー カー を育成 す
るサ プライヤーの出現が望 まし く、斯 くす ることによってデザ インが必要 とな
り、尚且 つデザ インがペ イで きる取 引に進展す る もの と確信す る。 しか しなが
ら、 日本の商社は雑貨に魅力を持 っていない。 ア メリカにある、或 る日本商 社
の話に よると、雑貨程 、手 がかか って而 も採算 の採 れない ものはない とい う。 ワ
ン ・ロッ ド2000～3000ドルが精 々で、その上、納期 や クレームの心配が多いの
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で商売にな らないという。至極 もっともである。従 って気乗 り薄なのはやむを
得まい。雑貨の輸出開発は商社に負 う所が多いが現段階では なか な か 難かし
い。そこで考えられるのはエージエン ト・システムである。私の知っている範
囲でもこのシステムで安定 した取引を続けている事業所が相当ある。この方法
によると相互の信用の上に立って取引が行わ れ るので、 デザイ ンがペイされ
る。従 って価格 も通 り、デザイン、品質 も向上す る好循環が繰返 されメーカー
もプライドを持 ち、発言力 もあり、更にウマ味 もあるということになる。そし
て一面、日本品は安物だとい う先入感の払拭に大きな役割を果 している。
第三には商業道徳の昂揚である。デザ インと商業道徳とは一見、関係がない
ようだが、実は大 きな関係を もっている。輸出における商業道徳は、大 ・申 ・
小の商社、 メーカー等広い範囲にわたって、しばしば問題のあることを耳にす
る。貿易は平和の戦争である。而 も自由競走の時代であるか ら、競走は当然で
あるが、競走のポイン トを誤ってはな らな いと思 う。 デザイン競走、 品質競
走、技術競走まことに結構である。しかし無意味な価格の過当競走は絶対避 く
べ きである。私は米国市場で 日本商社が激しい過当競走をやって、せっか く開




互の間で もよく聞 くことであって、一般に日本全体に云えることであるが、 ど
ちらか といえば関西に多いように思 う。
極 く最近、中小企業庁が招いたアメリカのマーチヤンダイザーの指導に同行




フ イニ ッシユ、即 ちハ イクォ リテ ィの ものな らば輸 出は可能で あるg
雑貨 とデザ インの結 びっ きは、デザ インその もので はな く、デザ イン以前の
いろいろなフ ァクターが これを拒 んで いる。しか し国をは じめ府 、県等の施策i
デザ イン関係団体 の活動 も依然 として続 け られてお り、業界 に もデザ イン ・ポ
リレーが浸透 レつつ あ るので 「安 かろ う、悪か ろ う」が 「良 いか ら、高い」 に
脱 皮 して行 くもの と信 じてい る。デザ インに関係 している我 々は、 うまず、 た
ゆまず、デザ インで売れ る還境 を造 ることに努力す ることによ って道 は拓 ける
と思 う。
写真① 海外蒐集品 花剪り鋏
形 も構造 も色彩 もいかにも花鋏らしいム」 ドを出しているが、特に片方の刃の上に
歯形のあるアッタチメン トがあり、剪った花の軸をはさんで保持する特徴がある。
写真② 琺瑯鉄器 海外蒐集品




④ プラスチック容器 海外蒐集品 ・
ボデイの底は透明アクリル、胴は薄いグリーンの透明、蓋は黒、プラスチック製品
としてハイクオリティのものである。特に蓋の成形技術は非常に新しい方法で胴 と
印篭合せにしている。
②㊧④ 何れ もハイクオリテーの1例である。
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